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（１）現状の対策内容

（２）浄化対策の進捗状況

（３）対策上の課題

局所的に地下水の流れが悪い場所が存在
（ア-52-1周辺）

（４）第一帯水層の追加対策の検討

ア-52-1から注水を行い、SW-23から揚
水を行うことにより、地下水の流動性
を促進する（試験的に実施）。モニタ
リングは注水後間隔をあけて実施。

ア―２６から注水を行い、CW-1から揚水
を行うことにより浄化を促進する（試験
的に実施）。モニタリングは注水後間隔
をあけて実施。

２．第一帯水層の評価

道路により雨水の地下浸透が阻害され、
浄化が進まない（ア-26周辺）



３．第二帯水層の評価
（１）現状の対策内容

（２）浄化対策の進捗状況

（３）大口径注水井戸の設置効果の検証（全体）
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（３）① LIW-1によるDW-18周辺の浄化効果
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（３）②LIW-2,3によるCW-2周辺の浄化効果

!
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（３）③LIW-4によるDW-16,ア-43周辺の浄化効果
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（４）第二帯水層高濃度エリアの追加対策の検討
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（５）第二帯水層低濃度エリアの追加対策の検討

!

!

!

!

!"#$

!"#%
&"#'(

&"#'*

+,"#'

+,"#$

+,"#%

+,"#-

ア#-%

&"#)
&"#''



内容（平面図）
４．



５．1,4-ジオキサン浄化シミュレーション



第３次評価におけるシミュレーション対象エリア
第一帯水層

県境部 中央･下流部

第二帯水層
低濃度エリア 高濃度エリア

計算式
{(V×Cn-1)-(Q×Cn-1×α)} Cn-1

V V

Cn：n日後の1,4-ジオキサン濃度 (mg/L)
V ：地下水賦存量 (m3

Cn-1 ：n-1日後の1,4-ジオキサン濃度 (mg/L)
Q ：揚水量 (m3
α：浄化効率(揚水浄化による1,4-ジオキサンの除去効率)

Cn = ={V-(Q×α)}×



第一帯水層 第二帯水層
＜県境部＞ ＜中央・下流部＞ ＜低濃度エリア＞ ＜高濃度エリア＞

第２次評価

第３次評価

Ｒ2.8適合
R3.3適合

第２次評価 第３次評価
第２次評価 第３次評価

第３次評価第２次評価

R3.12適合対策なし
追加対策
(20 /日)



参考 現場における水収支と浸出水処理施設の処理能力

項目 備考

必要揚水量 77,739

環境基準適合までに必要な揚水量

第一帯水層： 　1,203 （県境部）
　　　　　　  10,984 （中央･下流部）
第二帯水層：       0 （低濃度エリア）
　　　　　　  65,552 （高濃度エリア）
　合　計　：  77,739 

【供給量】
項目 備考

降雨による地下
浸透量 54,928

降水量（H31降雨量：過去5年で最も小雨）
× 地下浸透率（34.4%）× 期間（R2.7.1～R4.3.31）

※ 106,424 /年 × 0.344 × 1.50 年 ＝ 54,928 
水処理施設No.2
貯留池からの供
給量

8,902
雨水集水量 × 期間（R2.7.1～R3.12.31、
                           冬期間（12～3月）を除く）

※　8,900 /年 × 1.50 年 × 8/12 ＝ 8,902 

1号雨水貯留池か
らの供給量 8,002

雨水集水量 × 期間（R2.7.1～R3.12.31、
                           冬期間（12～3月）を除く）

※　 8,000 /年 × 1.50 年 × 8/12 ＝  8,002 

岩手県大口径北
からの供給量 21,920

揚水量 × 期間（R2.7.1～R3.12.31、
                           冬期間（12～3月）を除く）
※　60　 ／日　×　548日　× 8/12 = 21,920 

下流沢からの供
給量 10,960

揚水量 × 期間（R2.7.1～R3.12.31、
                           冬期間（12～3月）を除く）
※　30　 ／日　×　548日　× 8/12 = 10,960 

計 104,712

需要量＜供給量となり、浄化に必要な水を確保可能

水需給シミュレーション（R2.7～R3.12）
数量

数量

【供給量：追加】
項目 備考

基準適合した他
のエリアからの
供給量

35,466
第一帯水層： 20,138 （県境部）
　　　　　　 13,831 （中央･下流部）
第二帯水層： 19,230 （低濃度エリア）
　合　計　： 53,199  × 8/12 ＝ 35,466 

小雨等により供給量が確保できない場合を想定し、浄化が完了したエリアの地下水を他のエ
リアに供給することで、効率的に浄化を進めることが可能となる。

数量


